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四
五
）

答

弁

第

四

五

号 

    

衆
議
院
議
員
並
木
芳
雄
君
提
出
国
鉄
靑
梅
線
の
終
発
電
車
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
第
四
三
号 

昭
和
二
十
七
年
六
月
二
十
四
日 

衆

議

院

議

長 

林 
 

讓 

治 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

吉 

田 
 

茂 

一 

 



 

三 

衆
議
院
議
員
並
木
芳
雄
君
提
出
国
鉄
靑
梅
線
の
終
発
電
車
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一 

立
川
空
軍
基
地
日
本
人
使
用
人
中
、
靑
梅
線
沿
線
居
住
者
は
約
一
三
〇
名
で
、
勤
務
態
勢
か
ら
み
て
本
電
車
を
利
用
す

る
も
の
は
四
〇
名
程
度
と
推
定
さ
れ
る
。 

二 

靑
梅
線
の
終
電
車
を
午
前
一
時
半
に
繰
り
下
げ
て
運
転
す
る
と
、
三
三
名
の
要
員
増
加
を
必
要
と
し
、
年
年
定
員
を
圧

縮
し
て
い
る
現
状
で
は
早
急
実
現
は
困
難
で
あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




